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施設名 事業主体

1 鶉野飛行場跡資料館 加西市

2 徳島県立博物館 徳島県

3 マルホンまきあーとテラス 石巻市

4 東日本大震災津波伝承館 岩手県

5 みやぎ東日本大震災津波伝承館 宮城県

【類似博物館（10施設）の展示制作平均㎡単価から算出】

①（制作・施工） 施工面積 × 施工単価 ＝ 工事費
1,024㎡ × 422,747円 ＝ 432,892,928円（税抜き） ※476,183,000円（税込み）

②（ 設 計 ） 工事費 × 5.2％※ ＝ 各設計費（R6・7）

432,892,928円 × 5.2％ ＝ 22,510,432円（税抜き） ※24,762,000円（税込み）

平均㎡単価 422,747円（税抜き）

※ （一社） 日本ディスプレイ業団体連合会が発刊する「展示施設・商業施設・文化施設 企画・設計等の業務及び
報酬基準」に定められた「料率方式」

１ 展示更新に係る積算の考え方

施設名 事業主体

6 延岡城・内藤記念博物館 延岡市

7 府中町歴史民俗資料館 府中町

8 熊本城天守閣 熊本市

9 福井洞窟ミュージアム 佐世保市

10 広島平和記念資料館 広島市
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第９章 概算事業費と事業スケジュール

１ 概算事業費

事業費は、今回の展示更新の対象とする延床面積 約1,020 m²に、複数の類似

博物館等における展示更新を参考とした施工単価を乗じて算出した。

令和5年度 基本計画策定業務委託 3,850千円※契約額

令和6年度 基本設計業務委託 24,762千円※当初予算額

令和7年度 実施設計業務委託 24,762千円(見込み)

令和8年度 制作・施工 476,183千円(見込み)

令和６年３月策定「長崎原爆資料館展示更新基本計画」より抜粋
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２ 長崎原爆資料館 展示更新基本設計（最終案）の概要
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Aコーナー

Bコーナー

1-2被爆前後の長崎

2-8放射線による被害

2-9救援・救護活動

2-10被爆者と遺族の戦後
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大項目 中項目 小項目

Aコーナー
1 1945年8月9日

1-1永遠の11時2分

1-2被爆前後の長崎

1-3原爆投下

Bコーナー
2原爆による被害の実相

2-1原子野と化した長崎の街

2-2浦上天主堂の惨状

2-3長崎原爆投下までの経過

2-4被爆した長崎の街

2-5長崎型原爆（ファットマン）

2-6熱線による被害

2-7爆風による被害

2-8放射線による被害

2-8-1原子爆弾と放射線

2-8-2放射線が人体に及ぼす影響

2-8-3被爆医療の取組み

2-9救援・救護活動
2-9-1混乱と慟哭の中で

2-9-2永井隆博士

2-10被爆者と遺族の戦後

2-10-1身体的・精神的な苦しみ

2-10-2大切な人を失った悲しみ

2-10-3生活における困難

2-10-4社会的な差別と偏見

2-11被爆者の訴え

常設展展示構成リスト(案)
A・Bコーナー

※1-1、1-3、2-1～2-7、2-11は、展示更新の対象ではない。
※項目名は、実施設計の検討状況によって適宜修正する。 -7-



Cコーナー俯瞰図
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Cコーナー俯瞰図
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大項目 中項目 小項目（中間報告） 小項目（最終案）

Cコーナー
3二つの世界大戦

象徴展示核兵器の誕生

3-1第一次世界大戦
平和に向けた国際秩序の形成

3-1-1総力戦と新兵器の出現 3-1-1世界戦争への道

3-1-2パリ講和会議と国際連盟の設立 3-1-2総力戦と新兵器の出現

3-1-3ワシントン体制と協調外交 3-1-3平和主義と国際協調体制の確立

3-1-4生物化学兵器の使用禁止と戦争の違法化 3-1-4生物化学兵器の使用禁止と戦争の違法化

3-2第二次世界大戦
戦争へ向かう日本と国際社会

3-2-1満州事変と軍部の台頭 3-2-1満州事変と軍部の台頭

3-2-2国際連盟からの脱退 3-2-2国際連盟からの脱退

3-2-3日中戦争の長期化 3-2-3日中戦争の長期化

3-2-4第二次世界大戦の勃発 3-2-4第二次世界大戦の勃発

3-2-5アジア・太平洋戦争の開戦 3-2-5アジア・太平洋戦争の開戦

3-3核時代の幕開け
原子爆弾の開発と投下

3-3-1原爆の開発と実用化 3-3-1原爆の開発と実用化

3-3-2原爆の使用決定と科学者たちの葛藤 3-3-2原爆の使用決定と科学者たちの葛藤

3-3-3広島・長崎への原爆投下 3-3-3広島・長崎への原爆投下

3-3-4日本の降伏と終戦 3-3-4日本の降伏と終戦

戦時下の長崎

1長崎と浦上 1長崎と浦上

2軍需産業都市 2軍需産業都市

3長崎から戦場へ 3長崎から戦場へ

4勤労動員の日々 4勤労動員の日々

5銃後の暮らし 5銃後の暮らし

6空襲と疎開 6空襲と疎開

常設展展示構成リスト(案)
Cコーナー 3 二つの世界大戦

※項目名は、実施設計の検討状況によって適宜修正する。 -10-



Cコーナー俯瞰図
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大項目 中項目（中間報告） 中項目（最終案） 小項目

Cコーナー
4核兵器の脅威

没入体験型展示
核実験映像によるイマーシブ体験

没入体験型展示
核実験映像によるイマーシブ体験

4-1第一の核時代（1945～1989）
東西冷戦と核兵器開発競争

4-1東西冷戦と核兵器開発競争

4-1-1国際連合の設立と米ソ冷戦

4-1-2核軍拡競争と水素爆弾の開発

4-1-3核兵器廃絶運動の広がり

4-1-4全面核戦争の危機

4-1-5核軍縮・不拡散政策と問題点

4-2第二の核時代（1989～2014）
新たな核リスクの出現

4-2新たな核リスクの出現

4-2-1冷戦の終結と核軍縮の前進

4-2-2核兵器開発技術の流出

4-2-3アジアと中東における核拡散

4-2-4核テロの危険性と対策

4-3第三の核時代（2014～現在）
岐路に立つ国際社会

4-3岐路に立つ国際社会

4-3-1核使用リスクの高まり

4-3-2核抑止の限界と脆弱性

4-3-3核兵器禁止条約の発効

4-3-4日本被団協のノーベル平和賞受賞

世界の被爆者などに関する展示 世界の被爆者などに関する展示

常設展展示構成リスト(案)
Cコーナー 4 核兵器の脅威

※項目名は、実施設計の検討状況によって適宜修正する。 -12-



Cコーナー俯瞰図
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大項目 中項目 小項目

Cコーナー
5長崎の歩み

再現展示爆心地とその周辺の復興ジオラマ

5-1焦土からの復興

5-1-1被爆後の暮らし

5-1-2占領軍の駐屯と都市機能の復旧

5-1-3慰霊祭の開催と平和祈念

5-1-4長崎国際文化都市建設法

5-2核兵器廃絶と平和への希求

5-2-1原水爆禁止運動の始まり

5-2-2広がる反核・平和運動

5-2-3市民と行政の連携

5-2-4ナガサキから世界へ

5-3被爆の実相の継承

5-3-1被爆体験を残す

5-3-2原爆被災復元運動

5-3-3被爆遺構の保存と活用

5-3-4被爆の記憶を受け継ぐ

長崎の被爆者などに関する展示

常設展展示構成リスト(案)
Cコーナー 5 長崎の歩み

※項目名は、実施設計の検討状況によって適宜修正する。 -14-



Cコーナー俯瞰図
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参考

長崎市

（令和7年3月6日時点）

長崎原爆資料館展示更新基本設計（最終案）
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